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一 環境基本法（抜粋）

（中央環境審議会）

第四十一条 環境省に、中央環境審議会を置く。

２ 中央環境審議会は、次に掲げる事務をつかさどる。

一 環境基本計画に関し、第十五条第三項に規定する事項を処理すること。

二 環境大臣又は関係大臣の諮問に応じ、環境の保全に関する重要事項を調査審議する

こと。

三 自然公園法（昭和三十二年法律第百六十一号 、農用地の土壌の汚染防止等に関す）

る法律（昭和四十五年法律第百三十九号 、自然環境保全法（昭和四十七年法律第八）

十五号 、動物の愛護及び管理に関する法律（昭和四十八年法律第百五号 、瀬戸内） ）

海環境保全特別措置法（昭和四十八年法律第百十号 、公害健康被害の補償等に関す）

る法律（昭和四十八年法律第百十一号 、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存）

に関する法律（平成四年法律第七十五号 、ダイオキシン類対策特別措置法（平成十）

一年法律第百五号 、循環型社会形成推進基本法（平成十二年法律第百十号 、食品） ）

循環資源の再生利用等の促進に関する法律（平成十二年法律第百十六号 、使用済自）

動車の再資源化等に関する法律（平成十四年法律第八十七号 、鳥獣の保護及び狩猟）

の適正化に関する法律（平成十四年法律第八十八号 、特定外来生物による生態系等）

に係る被害の防止に関する法律（平成十六年法律第七十八号 、石綿による健康被害）

の救済に関する法律（平成十八年法律第四号 、生物多様性基本法（平成二十年法律）

第五十八号）及び愛がん動物用飼料の安全性の確保に関する法律（平成二十年法律第

八十三号）によりその権限に属させられた事項を処理すること。

３ 中央環境審議会は、前項に規定する事項に関し、環境大臣又は関係大臣に意見を述べ

ることができる。

４ 前二項に定めるもののほか、中央環境審議会の組織、所掌事務及び委員その他の職員

その他中央環境審議会に関し必要な事項については、政令で定める。

二 中央環境審議会令

（所掌事務）

第一条 中央環境審議会（以下「審議会」という ）は、環境基本法第四十一条第二項及。

び第三項に規定するもののほか、化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（昭和

四十八年法律第百十七号）第五十六条、資源の有効な利用の促進に関する法律（平成三

年法律第四十八号）第三十三条第三項及び特定化学物質の環境への排出量の把握等及び

管理の改善の促進に関する法律（平成十一年法律第八十六号）第十八条の規定に基づき

その権限に属させられた事項を処理する。

２ 審議会は、前項に規定する事項に関し、環境大臣又は関係大臣に意見を述べることが

できる。
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（組織）

第二条 審議会は、委員三十人以内で組織する。

２ 審議会に、特別の事項を調査審議させるため必要があるときは、臨時委員を置くこと

ができる。

３ 審議会に、専門の事項を調査させるため必要があるときは、専門委員を置くことがで

きる。

（委員等の任命）

第三条 委員及び臨時委員は、学識経験のある者のうちから、環境大臣が任命する。

２ 専門委員は、当該専門の事項に関し学識経験のある者のうちから、環境大臣が任命す

る。

（会長）

第四条 審議会に、会長を置き、委員の互選によってこれを定める。

２ 会長は、会務を総理する。

３ 会長に事故があるときは、会長があらかじめ指名する委員が、その職務を代理する。

（委員の任期等）

第五条 委員の任期は、二年とし、再任されることを妨げない。ただし、補欠の委員の任

期は、前任者の残任期間とする。

、 、２ 臨時委員は その者の任命に係る当該特別の事項に関する調査審議が終了したときは

解任されるものとする。

３ 専門委員は、その者の任命に係る当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解

任されるものとする。

４ 委員、臨時委員及び専門委員は、非常勤とする。

（部会）

第六条 審議会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。

２ 部会に属すべき委員、臨時委員及び専門委員は、会長が指名する。

３ 部会に部会長を置き、会長の指名する委員がこれに当たる。

４ 部会長は、部会の事務を掌理する。

５ 第四条第三項の規定は、部会長に準用する。

６ 審議会は、その定めるところにより、部会の決議をもって審議会の決議とすることが

できる。

（議事）

第七条 審議会は、委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数の出席がなければ、会議

を開き、議決をすることができない。

、 、２ 審議会の議事は 出席した委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数をもって決し

可否同数のときは、会長の決するところによる。

３ 前二項の規定は、部会に準用する。
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（幹事）

第八条 審議会に、幹事を置く。

２ 幹事は、関係行政機関の職員のうちから、環境大臣が任命する。

３ 幹事は、審議会の所掌事務のうち次に掲げるものについて、委員及び臨時委員を補佐

する。

一 環境基本法第四十一条第二項第一号に掲げる事務

二 環境基本法第四十一条第二項第二号に掲げる事務のうち環境の保全に関する基本的

事項に係るもの

４ 幹事は、非常勤とする。

（庶務）

第九条 審議会の庶務は、環境省大臣官房総務課において処理する。

（雑則）

第十条 前各条に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議会に

諮って定める。

附則 １ この政令は、公布の日から施行する。

２ 中央公害対策審議会令（昭和四十二年政令第三百五十号）は、廃止する。
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中 央 環 境 審 議 会 議 事 運 営 規 則

(会議の招集)

第一条 会長は、中央環境審議会(以下｢審議会｣という。)の総会を招集しようとするとき

は、あらかじめ、期日、場所及び議案を、委員及び議案に関係のある臨時委員に通知す

るものとする。

(会長）

第二条 会長は、議長として、総会の議事を整理する。

、 、 、 、 。２ 会長は すべての部会 小委員会 専門委員会に出席し 意見を述べることができる

(専門委員）

第三条 専門委員は、会長の承認を得て、総会に出席し、意見を述べることができる。

(部会）

第四条 審議会に、次に掲げる九部会を置く。

一 総合政策部会

二 循環型社会部会

三 環境保健部会

四 地球環境部会

五 大気・騒音振動部会

六 水環境部会

七 土壌農薬部会

八 自然環境部会

九 動物愛護部会

２ 部会の所掌事務は、別表に定めるところによる。

３ 会長は、必要と認めるときは、二以上の部会の所掌に係る議案について調査審議する

ため、二以上の部会の合同の部会を設置することができる。

(諮問の付議)

第五条 会長は、環境大臣又は関係大臣の諮問を適当な部会(前条第一項及び第三項に規

定する部会をいう。以下同じ ）に付議することができる。。

(部会の決議）

第六条 部会の決議は、会長の同意を得て審議会の決議とすることができる。

２ 会長は、一の部会の決議を他の部会の審議に付することが適当と認めるときは、当該

決議に係る案件を当該他の部会に付議することができる。

３ 会長は、第一項の同意をしたときは、その同意に係る決議を総会に報告するものとす

る。ただし、総会において報告を要しない旨の決議を経たものについては、この限りで

はない。
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（準用規定）

第七条 第一条から第三条（第二条第二項を除く ）までの規定は、部会に準用する。こ。

の場合において、これらの規定中｢会長｣とあるのは｢部会長｣と読み替えるものとする。

（小委員会）

第八条 部会は、必要に応じ、その定めるところにより、小委員会を置くことができる。

２ 小委員会に属すべき委員、臨時委員又は専門委員は、部会長が指名する。

３ 小委員会に委員長を置き、部会長の指名により、これを定める。

４ 小委員会の決議は、部会の定めるところにより、部会長の同意を得て部会の決議とす

ることができる。

５ 第一条及び第二条第一項並びに中央環境審議会令第七条第一項及び第二項の規定は、

小委員会に準用する。この場合において、これらの規定中「会長」とあるのは「小委員

長」と読み替えるものとする。

(専門委員会）

第九条 部会は、必要に応じ、その定めるところにより、専門の事項を調査するため、専

門委員会を置くことができる。

２ 専門委員会に委員長を置き、部会長の指名によりこれを定める。

(会議録)

第十条 総会、部会、小委員会及び専門委員会の議事については、会議の概要を記載した

会議録を調製しなければならない。

(雑則）

、 、第十一条 この規則に定めるもののほか 総会の運営その他審議会の運営に必要な事項は

会長が定める。

２ 部会の運営に必要な事項は、部会長が定める。

附 則（平成十三年一月十五日）

（施行期日）

第一条 この規則は、平成十三年一月十五日から施行する。

附 則（平成十八年三月十三日）

（施行期日）

第一条 この規則は、平成十八年三月十三日から施行する。

附 則（平成二十四年十一月十九日）

（施行期日）

第一条 この規則は、平成二十五年一月六日から施行する。
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（経過措置）

第二条 この規則の施行前に廃棄物・リサイクル部会、循環型社会計画部会、石綿健康被

害判定部会又は瀬戸内海部会に対してされた付議でこの規則の施行の際当該付議に対す

る決議がされていないものは、廃棄物・リサイクル部会又は循環型社会計画部会にされ

たものは循環型社会部会に、石綿健康被害判定部会にされたものは環境保健部会に、瀬

戸内海部会にされたものは水環境部会に対してされた付議とみなす。

２ この規則の施行の際現に廃棄物・リサイクル部会、循環型社会計画部会、石綿健康判

定部会又は瀬戸内海部会に置かれていた第八条第一項の小委員会若しくは第九条第一項

の専門委員会は、施行日に、廃棄物・リサイクル部会又は循環型計画部会に置かれた小

委員会若しくは専門委員会にあっては循環型社会部会に、石綿健康被害判定部会に置か

れた小委員会にあっては環境保健部会に、瀬戸内海部会に置かれた専門委員会にあって

は水環境部会に置かれた小委員会又は専門委員会とみなす。

３ この規定の施行の際現に廃棄物・リサイクル部会、循環型社会計画部会、石綿健康被

害判定部会又は瀬戸内海部会に属する専門委員は、施行日に、中央環境審議会令（平成

五年政令第三百七十二号）第六条第二項の規定により廃棄物・リサイクル部会又は循環

型社会計画部会に属する専門委員にあっては循環型社会部会に、石綿健康被害判定部会

に属する専門委員にあっては環境保健部会に、瀬戸内海部会に属する専門委員（既に水

環境部会に属する専門委員として指名されている者を除く ）にあっては水環境部会に。

属する専門委員として指名されたものとみなす。

４ この規則の施行の際現に廃棄物・リサイクル部会又は循環型社会計画部会の小委員会

若しくは専門委員会、石綿健康判定部会の小委員会又は瀬戸内海部会の専門委員会に属

する専門委員は、施行日に、第八条第二項の規定により廃棄物・リサイクル部会又は循

環型社会計画部会の小委員会若しくは専門委員会に属する専門委員にあっては循環型社

会部会の小委員会又は専門委員会に、石綿健康判定部会の小委員会に属する専門委員に

あっては環境保健部会の小委員会に、瀬戸内海部会の専門委員会に属する専門委員にあ

っては水環境部会の専門委員会に属する専門委員として指名されたものとみなす。
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別表

部 会 名 所 掌 事 務

総合政策部会 一 環境基本計画に関すること。

二 環境の保全に係る重要な事項に関すること（他の部会

の所掌に属するものを除く 。）

循環型社会部会 一 廃棄物処理及びリサイクル推進に係る重要な事項に関

すること。

二 循環型社会形成推進基本法の規定に基づく循環型社会

形成推進基本計画に関すること。

環境保健部会 一 公害に係る健康被害の補償及び予防に係る重要な事項

に関すること。

二 化学物質対策、石綿による健康被害の救済その他環境

保健に係る重要な事項に関すること。

地球環境部会 地球環境の保全に係る重要な事項に関すること。

大気・騒音振動部会 一 大気環境の保全に係る重要な事項に関すること。

二 交通環境対策に係る重要な事項に関すること。

三 悪臭防止に係る重要な事項に関すること。

四 騒音防止に係る重要な事項に関すること。

五 振動防止に係る重要な事項に関すること。

水環境部会 一 水環境の保全に係る重要な事項に関すること。

二 地盤環境の保全に係る重要な事項に関すること。

。三 瀬戸内海の環境の保全に係る重要な事項に関すること

土壌農薬部会 一 土壌環境の保全に係る重要な事項に関すること。

二 農薬による環境汚染の防止に係る重要な事項に関する

こと。

自然環境部会 一 自然環境の保全に係る重要な事項に関すること。

二 自然公園に係る重要な事項に関すること。

三 野生生物の保護及び狩猟に係る重要な事項に関するこ

と。

動物愛護部会 動物の愛護及び管理に係る重要な事項に関すること。
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中央環境審議会の運営方針について

平成１３年 １月１５日

（一部改正）平成１８年 ３月１３日

（一部改正）平成２４年１１月１９日

総 会 決 定

事 項

１ 会議の公開及び

出席者について

（１）会議の公開に ① 総会については、原則として公開するものとし、その他の部

ついて 会については、公開することにより、公正かつ中立な審議に著

しい支障を及ぼすおそれがある場合又は特定な者に不当な利益

若しくは不利益をもたらすおそれがある場合には非公開とする

ものとする。

② 会長又は部会長は、会議の公開に当たり、会議の円滑かつ静

穏な進行を確保する観点から、入室人数の制限その他必要な制

限を課することができる。

（２）代理出席につ 代理出席は認めない。欠席した委員及び臨時委員（以下「委

いて 員等」という ）並びに専門委員には、事務局が資料を送付す。

るなどして、会議の状況を伝える。

ただし、会議が必要と認めた場合には、欠席する委員等又専

門委員の代理の者を説明員として出席させることができる。

（３）関係行政機関 ① 審議案件の事務局である省庁の職員は、会議に出席すること

の職員の出席に ができる。

ついて ② 上記以外の行政機関の職員の出席については、その官職、氏

名を明らかにし、議長の承認を得るものとする。

２ 会議録等につい

て

（１）会議録の内容 ① 会議録は、発言内容を精確に記載するものとする。その詳し

について さの程度は、各会議において決める。

② 会議録の調製に当たっては、当該会議出席委員の了承を得る

ものとする。

（２）会議録の配布 ① 会議録は、当該会議の構成員に配布するものとする。

について ② その他の委員等には、当該会議においてあらかじめ定めた範

囲及び方法で会議録を配布するものとする。
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（ 。）（３）会議録及び議 ① 公開した会議の会議録 部会が公開を認めた会議録を含む

事要旨の公開に は、公開するものとする。

ついて ② 総会及び全ての部会の会議については、議事要旨を公開する

ものとする。なお、議事要旨の公開は、会議終了後、部会長等

が記者会見を行い、その記者会見概要を作成し、公開すること

をもって代えることができるものとする。

③ 公開した会議の会議録及び議事要旨は、環境省の閲覧窓口に

備え付けるものとする。

３ 一般の意見の反 ① 一般の意見については、それをよく聴くように努めるものと

映について する。

② 一般の意見を聴く場合の具体的な実施方法は、それぞれの会

議において定める。

③ 必要と認められる場合、審議途中で中間報告を出し、それに

対する一般の意見をその後の審議に反映させる方法を採用する

ものとする。

４ 総会と部会との ① 総会は、年１回以上開催する。

関係等について ② 会長が必要と認めた場合のほか、委員の３分の１以上の者か

ら審議事項を示して総会の開催の請求があった場合は、会長は

これを召集するものとする。

③ 委員は、その所属部会以外の審議する案件について、会長を

経て意見を提出することができる。

④ 会長は、部会長を指名するに当たっては、当該部会の委員の

意見を尊重するものとする。

⑤ 各部会は、小委員会又は専門委員会に審議を附託するに当た

っては、審議事項の範囲を明確にするものとする。また、部会

長は、原則として小委員長及び専門委員長を兼任しないものと

する。

⑥ 会長は、必要と認めるときは、二以上の部会の所掌に係る議

案について適当な部会を指定して調査審議させることができる。

５ 委員等及び専門

委員の構成等につ

いて

（１）委員等の構成 ① 会長は、委員等の構成について、必要に応じ、審議会の意見

等について を具申するものとする。

② 委員の部会への所属は委員の希望を参考として、会長が決め

る。

（２）専門委員の構 ① 専門委員長は、当該専門委員の構成について必要に応じ意見

成について 具申をするものとする。
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② 審議案件と直接的な利害関係を有する企業に所属する者は、

専門委員としないことを原則とする。

６ 環境への配慮に ① 会議にあたっては、会議資料として配布する紙の枚数を必要

ついて 最低限とする等環境への負荷を削減するよう努める。

② 環境への配慮に関し必要な事項は、会長が定めることができ

るものとする。

７ その他 上記のほか、会議、会議録及び議事要旨の公開に関し必要な事

項は、会長又は部会長が定めることができるものとする。
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中央環境審議会環境保健部会の小委員会及び専門委員会の運営方針について

平成１３年２月９日

環境保健部会長決定

事 項

１ 会議の公開

及 び 出 席 者 に

ついて

( 1 ) 会 議 の 公 開 ① 小委員会及び専門委員会は、公開することにより公

について 正かつ中立な審議に著しい支障を及ぼすおそれがある

場合又は特定な者に不当な利益若しくは不利益をもた

らすおそれがある場合には非公開とし、それ以外の場

合には公開するものとする。

② 前項の公開又は非公開の取扱いは、当該小委員長又

は専門委員長が決めるものとする。

③ 小委員長及び専門委員長は、会議の公開に当たり、

会議の円滑かつ静穏な進行を確保する観点から、入室

人数の制限その他必要な制限を課することができる。

( 2 ) 代 理 出 席 に 代理出席は認めない。欠席した委員、臨時委員及び専門

ついて 委員（以下「委員等」という ）については、事務局か。

、 。らの資料送付等により 会議の状況を伝えるものとする

２ 会議録等に

ついて

( 1 ) 会 議 録 の 内 ① 小委員会及び専門委員会の会議録は、発言内容を精

容について 確に記載するものとする。

② 小委員会及び専門委員会の会議録の調製に当たって

は、当該会議に出席した委員等の了承を得るものとす

る。

( 2 ) 会 議 録 の 配

布について 小委員会及び専門委員会の会議録は、当該小委員会又は

専門委員会に属する委員等に配布するものとする。

( 3 ) 会 議 録 及 び

議 事 要 旨 の ① 公開した小委員会及び専門委員会の会議録は、公開

公 開 に つ い するものとする。

て ② 小委員会及び専門委員会の会議の議事要旨は、公開

するものとする。

③ 公開した小委員会及び専門委員会の会議録及び議事

要旨の公開は、環境省ホームページへの掲載及び環境

省閲覧窓口への備え付けにより行うものとする。



- 12 -

３ その他 上記に規定するもののほか、小委員会及び専門委員会の

運営に関し必要な事項は、小委員長又は専門委員長が定

めることができるものとする。
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中央環境審議会環境保健部会の小委員会、専門委員会の設置について

平成 年２月９日環境保健部会決定13
平 成 年 ６ 月 日 一 部 改 定1 4 1 1
平 成 年 ９ 月 日 一 部 改 定1 4 1 3
平 成 年 ２ 月 日 一 部 改 定1 8 1 0
平 成 年 月 日 一 部 改 定1 9 1 0 1 7
平 成 年 月 日 一 部 改 正2 1 1 0 2 8
平 成 年 ２ 月 日 一 部 改 正2 3 2 5
平 成 年 ６ 月 日 一 部 改 正2 5 2 8
平 成 年 ４ 月 日 一 部 改 正2 6 1 8
平 成 年 １ 月 日 一 部 改 正2 8 1 4

中央環境審議会議事運営規則（平成 年１月 日中央環境審議会決定。以下「議事運13 15
営規則」という ）に基づき、環境保健部会に置く小委員会及び専門委員会について、次。

のとおり決定する。

１．化学物質審査小委員会

（１）議事運営規則第８条の小委員会として 「化学物質審査小委員会」を置く。、

（２）化学物質審査小委員会は、化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律第 条41
の規定に基づく新規化学物質に係る判定等その他同法に基づく個別の化学物質の審査

及び規制に係る重要な事項に関する調査審議を行う。

（３）化学物質審査小委員会の決議は、部会長の同意を得て部会の決議とすることができ

る。

２．石綿健康被害救済小委員会

（１）議事運営規則第８条の小委員会として 「石綿健康被害救済小委員会」を置く。、

（２）石綿健康被害救済小委員会は、石綿による健康被害の救済に関する法律に基づく石

綿健康被害救済制度に関する事項（石綿健康被害判定小委員会の所掌に係るものを

除く ）について調査審議を行う。。

（３）石綿健康被害救済小委員会の決議は、部会長の同意を得て部会の決議とすることが

できる。

３．石綿健康被害判定小委員会

（１）議事運営規則第８条の小委員会として 「石綿健康被害判定小委員会」を置く。、

（２）石綿健康被害判定小委員会は、石綿による健康被害の救済に係る医学的判定の調査

審議を行う。

（３）石綿健康被害判定小委員会の決議は、部会長の同意を得て部会の決議とすることが

できる。

４．水銀に関する水俣条約対応検討小委員会
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（ ） 、「 」１ 議事運営規則第８条の小委員会として 水銀に関する水俣条約対応検討小委員会

を置く。

（２）水銀に関する水俣条約対応検討小委員会は、水銀に関する水俣条約を踏まえた今後

の水銀対策（循環型社会部会及び大気・騒音振動部会の所掌に係るものを除く ）に。

ついての審議を行う。

（３）水銀に関する水俣条約対応検討小委員会の決議は、部会長の同意を得て部会の決議

とすることができる。

５．化学物質評価専門委員会

（１）議事運営規則第９条の専門委員会として 「化学物質評価専門委員会」を置く。、

（２）化学物質評価専門委員会は、化学物質環境安全性総点検調査その他化学物質の環境

リスク評価に係る重要な事項に関する調査を行う。

（３）化学物質評価専門委員会に属すべき委員、臨時委員及び専門委員は、部会長が指名

する。
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石綿健康被害救済小委員会の設置について

１．設置の趣旨

石綿による健康被害の迅速な救済を図るための「石綿による健康被害の救済

に関する法律 （平成１８年法律第４号。以下「法」という ）は、平成１８年」 。

３月に施行され、これに基づき、石綿による健康被害を受けた方及びその遺族

に対し、各種救済給付が行われている。

平成２３年８月の議員立法による法改正により、法の附則に「政府は、この

法律の施行後五年以内に、新法の施行の状況について検討を加え、その結果に

。」 、 、基づいて必要な見直しを行うものとする との条項が追加されたところ 今般

平成２８年８月に改正後の法の施行から５年が経過することを踏まえ、石綿健

康被害救済制度全体の施行状況について改めて評価・検討を行い、その結果に

基づいて必要な見直しを検討する必要がある。

このため、標記小委員会を設置する必要がある。

２．主な検討課題

制度全体の施行状況の評価・検討及びその結果に基づく必要な見直しの検討

について

３．メンバー構成

委員については、中央環境審議会議事運営規則第８条第２項に基づく部会長

の指名により、学識経験者や専門家の方々をもって構成する。

４．スケジュール

平成２８年２月以降に数回開催し、制度全体の施行状況の評価及びその評価

結果に基づく必要な見直しの検討について、審議いただく。
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石綿健康被害救済小委員会の運営方針について

平成２８年４月２０日

石綿健康被害救済小委員長決定

「中央環境審議会の運営方針 （平成１３年１月１５日総会決定）及び「中央環」

境審議会環境保健部会の小委員会及び専門委員会の運営方針について （平成１３」

年２月９日 環境保健部会長決定）に規定するもののほか、石綿健康被害救済小委

員会の運営に関し必要な事項を下記の通り定める。

記

１． 公開した小委員会については、石綿による健康被害を受けた方など当該会

議の傍聴が困難な方への迅速な情報提供を図る観点から、当該会議出席委

員の了承を得て調製された会議録を公開するまでの間に限り、当該会議の

音声を公開する。

２． 当該音声の公開については、当該会議の終了後、可能な限り速やかに、当

該音声の電子データを環境省ホームページに掲載することにより行う。

３． 当該音声については、当該会議の会議録として取り扱わない。

以上


